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MOMOKI Shiro
　この報告では最初に問題提起として、（ 1 ）「東アジア史」を世界の学界でおこなわ
れている「グローバル・ヒストリー」の議論と斬り結べるものにするために、中華史観、
周辺側の一国史観、自国語でしか発表しない発表方法などを改める必要があること、（ 2 ）
そうした視点にもとづく越・韓・日（・琉）の比較研究には、基層文化と家族、財産
所有、開発と農村社会、中華帝国の周辺での共通の経験、ジェンダーや儀礼に着目す
る王権論と政治史など興味深いテーマが多数あること、の 2 点について簡単に話す。
　つぎに本論として、大越（ベトナム）の李朝（1009-1226）の中央政権が地方をどう
やって支配したかについて紹介する。各地方の府・州などの行政単位は基本的に在地
勢力にあたえた名誉称号だが、軍管区としての「路」が新たに設置され、また一部の府・
州では皇帝の近侍官による統治が実現する。他方、皇帝の頻繁な行幸と行宮のネット
ワーク、地方首長に「降嫁」した公主たちの働きなど、非律令制的なチャンネルが、
地方支配に大きな役割を果たしていた。こうした唐制をローカライズする方法について、
高麗などとの比較ができれば幸いである。
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1 ．問題提起
1.1. 「東アジア史」
　本シンポジウムに参加させていただいたのは、従来の「東アジア史」に対する強い問題意識のためで
ある。今後の「東アジア史」研究は、以下のような限界を超えなければならない。
　第一に、「中心からしか見ない」中国史・東アジア世界史と、「真空の中の主体性論」に縛られた周辺
国家の一国史の悪循環を超えること。第二に、東南アジアも中央ユーラシアも無視した日中韓（朝）だ
けの東アジア史を超えること。そして第三に、自国語でしか発表せず（しかし自国史の学界とは切れて
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いる）、世界史への位置づけも論じない「東洋史」を超えることである。
　それらを前提に、グローバル・ヒストリー、それも近代化の前提としての近世以降だけを論じるポメ
ランツや杉原薫だけでなく、むしろ古代からの比較史を説くリーバーマン（Lieberman 2003 ; 2009）と
斬り結べるような東アジア史を構築することが必要である。
1.2. 越・韓・日（・琉）の比較の可能性
　報告者の専門とする中世史について、これまでの研究［桃木 2011各章；Momoki 2011］でふれた部分
が多いのだが、越・朝・日の 3 国間での幅広い比較の可能性（一部は琉球も含みうる）が存在すること
を述べておきたい。上記のようにグローバルな歴史を構想する際に、「関係史」「交流史」だけでは限界
があり、古代・中世には特に、比較史が重要な役割を果たすと考えるためである。
　第一は、基層文化と家族、財産所有、開発と農村社会などの領域で、奴隷制や家族制を実際に比較し
た社会学者牧野巽から、東アジア小農社会論を唱えた宮嶋博史まで、多くの研究が比較の意義を示して
いる。1980年代以降にあらためて、東アジアの歴史学において、非単系的家族・親族システムと近世に
おけるその父系化という像が一般化したこと（日本史の明石一紀 2006、朝鮮史の浜中昇 1992らの整理
を見よ）も、この領域の研究の幅を広げている。今後はいわゆるビッグ・ヒストリーも視野に入れ、気
候変動などを組み込むと、さらに興味深い研究ができるはずである。各国・地域における中世温暖化と
14世紀以降の寒冷化の影響の有無などがその一例である。
　第二は、中華帝国の周辺での歴史的経験の比較である。李成市、坂寄雅志、村井章介ら多数の研究者
が扱ってきた正統性原理と世界像・歴史像や国土意識の研究は言うまでもない。ほかに、村山智順 1972
（1931）、土居邦彦1995らが描く朝鮮の風水と、近世大越の風水［Momoki 2010］の平行性なども興味深
いし、法制史・制度史では仁井田陞から Yu Insun まで、比較史の実績がある。宗教と教団、民間信仰な
どの領域でも、ベトナム「禅」に関して中朝日との比較を視野に入れた Cuong tu Nguyen 1997の先駆的
問題提起、濱島敦俊の城隍研究など見のがせない事例がある。
　もうひとつ、ジェンダーや儀礼に着目する王権論と政治史は、先行研究が少ないが、有望な分野と思
われる。そこでは黒田俊雄・網野善彦らの日本の中世前期王権論と、女性史の側からの政治史（服藤早
苗、野村育世ほか多数）などが有力な手がかりとなるし、最近では朝鮮史（高麗時代）についても研究
が進んでいる［朝鮮史研究会編 2011］。
2 ．李朝期（1009-1226）大越の地方支配
2.1. 地方行政単位から見た支配の様相
　本報告の直接のテーマは、大越（ベトナム）李朝の中央政権がどのように地方支配をしていたかとい
う問題である［桃木 2011： 6 章］。 1 の問題提起から見ればささやかだが、それを一部、高麗の地方支
配と比較してみたい。まず、地方行政単位の命名法や実態から考えよう。表 1 は、『大越史略』（SL）と
『大越史記全書』（TT）というもっとも基本的な年代記史料から、李朝時代の行政単位呼称を抜き出した
ものである。
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2.1.1. 李朝の地方行政体系と路制をめぐる 3 つの説
　これらをめぐって最初に取り上げるべきは、路制をめぐる理解の食い違いである。唐代の北部ベトナ
ムには安南都護府の下に交州、長州、峯州、愛州、驩州などの直轄州と多数の覊縻州が設置されている
［Maspéro 1910］。966年（？）に皇帝を称した丁部領は「十道将軍」と号し、全国を十道に分けようと
した可能性があるが実態は不明である。
　　史料 1 ：「十道を改めて路府州とした（改十道為路府州）」［TT〈大越史記全書〉黎大行応天 9 年
〈1002〉春 3 月条］
　　史料 2：「十道を改めて24路とした。驩州・愛州は寨とした（改十道為二十四路、愛州・驩州為寨）」
［TT 太祖順天元年（1010）冬12月条］
以上の史料はよく知られている。ただし TT と SL（大越史略）の両年代記1）の前黎朝（980-1009）・李朝
部分には、路がいかなる単位かの制度的説明はなく、路の実名も TT の編者のコメントに出てくる例を
含め李朝の 6 例のみ（うち13世紀初頭の SL の 3 例は、陳朝樹立後の単位名によって表記されている可
能姓あり）、路官の官名・個人名も皆無である。その状況下で、路を含む地方単位について 3 種類の理解
がこれまでに提出されている。
　まず仏領期のアンリ・マスペロ［Maspéro 1916］の解釈は以下の通りである。李初に置かれた各府は
いずれも、唐制にならって重要な州に与えられた名誉称号だったが、のちには宋制と同じ最重要地域の
行政単位呼称としての府も現れた。州については、唐制の州の諸類型（道と県の間の行政単位、覊縻州、
県の名誉称号）に対して、李朝期ベトナムに存在したのは、覊縻州系の 2 類型（「州牧」「首領」など異
民族首長の統治する州、区画の細分化や強力な首長の不在のためにアンナン人「知州」が統治する州―
後者はのちに鎮とされる）と県の名誉称号のみだった。『嶺外代答』（1178年成立→表 2 ）の時期であれ
ば、紅河デルタの都護府の下には原則として県のみが、デルタ外各府の下には覊縻州系の州のみが置か
れていた。記録に現れるデルタの州名は、県の名誉称号かさもなくば史料作者が誤って他の時代の呼称
を記したものである。また路については、唐の軍事・監察単位たる道制が丁朝・前黎朝の十道制に受け
継がれたが、それに代わった李朝の路は、唐制で道の下に置かれた小軍管区としての府（都督府）に相
当するもので、数路ずつでその地方の主邑（府路）に属した、などとする。ただ実例の考証はほとんど
なく、以上は結論のみ示したものである。
　これに対し、独立後のベトナム民主共和国の史学界をリードしたダオ・ズイ・アイン［Đào Duy Anh. 
1964（1996）］以下、ベトナムの学界では TT1010年条により（1002年条は無視？）一般行政単位として
全国が路―府州に区分されていたことを、史料上の具体例の吟味抜きで信じる。なおアインは、狭いベ
トナムでは 1 路＝ 1 府、 1 州のケースも多い、山地では覊縻州があり、その他平野部には郷・甲（県に
近い）、山地には寨・洞（覊縻州に近い）などの単位もあった、とする2）。
 1） 以下の本文・註で TT-1179、SL-1202などと書くのは、いちいち年号を書く煩雑さを避け、それぞれの年代記の繋
年を西暦年のみで示したものである（原則としてある年号の大半が属する西暦年を示し、正確に1020/1021と表記す
るような方法はとらない）。
 2） ［Hoàng Xuân-hãn. 1949 （1996）］以下、下位の単位に関するベトナム人の見解はバラバラである。
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　最後に日本では桜井由躬雄［桜井 1980b］が、TT と SL（大越史略）の両年代記の記載例の網羅（た
だしマスペロ説は見ていないか）から、順天元年の24路制は資料編者の虚構でなければ実態のないもの
で、第一級行政単位として路・道・府・州、第二級単位として郡・県・鎮、第三級単位として甲・郷・
村・邑・社などが、行政単位呼称としての意味をもたないまでに個別的に命名されていたと主張した。
これは、紅河デルタ内にも半独立地方勢力が割拠しており、李朝の直接支配地域は首都周辺と下部デル
タだけだったという理解の一環をなすもので［桜井1980a から続く主張］、1970～80年代に英語圏で流行
し、 支配者のカリスマや被支配者と結ぶパトロン・クライエント関係に依存し組織的としての支配が弱
い点に着目した「東南アジア的国家論」（例：Wolters 1999のマンダラ論）などとも親和性をもつ議論で
ある。
　では、「24路」と言えば思い出される宋代中国の路は、どんな単位だったろうか。日本で主流になって
いる宮崎市定～梅原郁らの理解によれば、しだいに行政的機能が強まるとはいえ宋の路は基本的に監察
区分であった［小林隆道 2003］。以下の史料 3 ～ 5 を見れば、李朝の「路」もやはり「行政単位」とは
違った単位で、「路官」は宋で一路の軍政を担当する安撫使（元来は臨時の職）のような、軍事に関する
役割を帯びていたと考えられそうである（末期の「道」も同様か）。
　　史料 3：この年、天下に飢饉がおこった。枢密院の阮珠に詔して、諸路の逃人が各地の橋・道を見
ればそこに土を盛ってを作らせその上に木牌を置かせるようにして、四方に向かう者の便とさせ
た（是歳天下飢。詔枢密院阮珠、令諸路逃人各認地方橋道、築土為蜩、置木牌、以便四方所向）
［TT 本紀 2 ：太宗明道元年（1042）］
　　史料 4：盗賊が蜂起した。成年男子の壮健な者を選んで軍伍に充て、路官にこれを統括して盗賊を
捕らえさせよという詔を出した（盗賊蜂起。詔選丁男壮者充軍伍、令路官統管収捕之）［TT 本紀
4 ：高宗治平竜応 3 年（1207）春正月］
　　史料 5：天下を定めて二十四路とした。路分公主をこれに居らせ、宏奴属隷および本路軍人を分け
て甲を編成させた（定天下為二十四路。路分公主居之。用宏奴属隷及本路軍人相分為甲）［TT 本
紀 4 ：恵宗建嘉12年（1222）］
ちなみに高麗の最高行政単位は「道」だったはずだが、北界と東界には、「西北面○○使」「東北面○○
使」と並び、「西北路兵馬使（同副使）」「東（北）路兵馬使（同副使）」「東北路監倉使」などの官名が見
え、「東北路文湧二州」（『高麗史』世家・文宗 7 年〈1053〉条）のような地名呼称も見える［宋制との対
比は周藤1980］。
　大越でも陳朝期には「雲屯鎮に鎮官・路官・察海使を置いた（設雲屯鎮鎮官・路官・察海使）」（TT-
1349）という記事がある。李末の「往烘路訓練軍士」（SL-1209）、「快路将軍」（SL-1215）なども、路が
軍事に関係する単位であることを示すかもしれない。さらに、TT-1160の「蘇憲誠・費公信に命じて民
丁を選び、壮健な者は軍伍に充て、将校で兵法・武芸に通じたものをえらんでこれを分担・監督させた
（命蘇憲誠・費公信選民丁、壮者充軍伍、択将校通兵法武芸者分管之）」、TT-1163「逃亡兵が群をなし、
陸路の居民を劫略したので、費公信に兵10万を率いて平定するよう命じた（逃卒嘯聚為群、劫掠陸路居
民、命費公信将兵十万討平之）」、TT-1179「丁男を選び、壮健な者は軍伍に充てた（選丁男、壮者充軍
伍）」なども路官の仕事に関連した可能性があるだろう。
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　「路」の実態をさらに深く理解するには、大越のような中央政権の機能が軍事・宗教などの側面に限定
されている素朴な国家に、中国式の壮大な官僚制を導入しようとしたために、官爵の空設のみ多く、任
命されるべき人も任命すべき実際のポストも少ない、という状態［Nguyễn Thừa Hỷ 1981 : 332］を想定
すべきだろう。そこでは（そもそも宋代がそうなのだが）府州の官が路官を兼ねるのが普通だったろう。
しかも単位名を与えられる地方の側を見ると、それは空間としての地域というより在地勢力であったり、
実態としてポストや役所が存在するのでなく統治者の肩書きだけが存在する状況だったとすれば（後述）、
記録される単位名があるときは府、あるときは州、ときには路（1035、37年の「烏（鳥）路」）と転変を
繰り返しても不思議はない。要するに、マスペロ、アイン、桜井の三者はことの一面ずつを見たのでは
ないか。
2.1.2. 上級単位と基礎単位
　上記のように、府ないし府路が最高行政単位だったという証拠はなく、年代記の記録を見る限り、州
や府が一般的である。李公蘊の故郷である古法郷（延蘊郷）がおそらく前黎朝期（980-1009）にかれの
出世にともなって古法州とされ、1010年に天徳府に昇格したように、府は州の重要なものを昇格させた
単位と理解できる。
　次により下級の単位を見る。詳論は省くが、地方行政単位が上下三級に分かれていた証拠はなく、府・
州の下には郷・甲などの基礎単位だけがあった（それはしばしば後世の県レベルに相当する大きな在地
勢力単位で、その下は国家によって把握されていない）と思われる［桃木 2011：252-257］。
　では、これらの上級単位にはどんな統治者が置かれていただろうか（基礎単位の統治者名の記録は皆
無に近い）。記録にあらわれる州の統治者名を見ると、「州牧」「首領」（「大首領」「小首領」も史料に見
える3））など、在地首長の本領安堵らしいものがほとんどであるが、南方経営の最前線である乂安州と、
中国国境に連なる諒州のみに、知州の人名が記録されている。
　府については、12世紀に入ると、南北の紅河デルタ外支配の拠点である清化府と富良府に「守富良府」
（TT-1125、1149）、「判清化府事」（TT-1127）、「守清化府」（TT-1127、1130、1135、1137）などの統
治者の肩書きが現れる。これらを帯びた人物は「中書」「中書火」「御庫書家」「内常侍」などの肩書きも
もつので、皇帝に近侍する官僚と思われる。必ずしも公的とはいえない皇帝の権力伸張を示すものでは
ないか（「守」は自分のランクより高いポストについた場合、「判」は逆に低いポストについた場合の肩
書きであろう）［桃木2011：267-268］。
　いずれにしても、中央政権が官僚を送り込んで直接支配できた地方単位はごく一部で、他は地方単位
ないし地方豪族に対する名誉称号だったことは疑いない。こうした在地勢力群に対する上からの名誉的
秩序づけのための行政単位呼称の授与は、高麗・朝鮮王朝初期について旗田巍［旗田 1972：第一篇「郡
 3） 唐宋代の中国の首領については古畑 2007参照。なお諒州牧申紹泰（1029年）、永安州牧師用和（1033年）、峯州牧黎
宗順、上威州牧何善覧（1036年）、諒州牧楊景通（1072年）、渭龍州牧何彝慶（1082年）、真登州牧黎氏（1113年）、諒
州牧懐忠侯（1167年）などの「州牧」は、漢代の州牧（刺史に相当）や高麗の「八牧」の例から見て、異民族の覊
縻州というより、かなり重要な支配拠点の統治者（ただし中央官僚ではない）に与えられたものかもしれない。
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県制度」］、渤海について河上洋［河上 1983］がそれぞれ指摘している。たとえば豪族集団を統合して建
国した高麗の場合、府は強大な豪族の居住地につけられた称号であり、府の豪族は周囲の村々や部曲・
郷・所などの賤民的集団4）を支配するとともに、それぞれ村や部曲などを支配する郡・県（＝中小豪族）
を支配した［旗田 1972：38］。州・府・郡・県は要するに村落のうち有力なもの、嘉賞すべきもの、逆
に部曲・郷・所は反逆者や賤民が住むもので［Ibid. : 96］、王室財政の基盤となる荘・処などの地も（地
位としては郡県の下に津・郷・部曲・所などと並んで）設置された［Ibid. : 83］。大部分の郡・県には中
央から派遣された地方官はおらず、そうした「属郡」「属県」は地方官のいる郡県を介して中央の支配を
受けた［Ibid. : 37］。部曲・郷・所や荘が県に昇格し、郡県が州や府に昇格することもしばしば見られた
［Ibid. : 82］
　大越李朝の場合、反逆者が住んだ単位に特別の呼称を用いたかどうかは不明である。王室直属の下級
単位としては、陳朝以降に村落呼称として一般化する「社」（奴婢の村のような意味の làng Cảo ＝杲社
は有名なハノイ西郊のものだけでなく、各地に設定された可能性あり［桃木 2011：88注63］）のほかに、
「場」も朝廷管理下にある交通・商業・手工業拠点を指した可能性がある［Ibid : 94注84］。また「甲」に
は特定の産物や職能で朝廷に奉仕する地方単位が含まれたかもしれない（漆作甲、甘蔗甲など）が、特
定地域に属さない職能編成単位としての甲も存在したらしい［Ibid : 94］。
2.2. 非律令制的な地方支配のチャンネル
　以上のような制度面の検討と並んで、李朝が複数の非律令制的なチャンネルを通じて地方支配を強化
していた点にも注意を促したい。
2.2.1. 皇帝による親征・行幸と行宮ネットワーク
　第一に、 3 代聖宗までは、紅河デルタ外の「州」などの地方勢力の反抗と、それに対する皇帝ないし
皇子による親政が繰り返されている。前黎朝では皇子を地方拠点に分封したが、創立者の黎桓の死後に
皇子たちの抗争がおこり王朝が衰退したため、李朝は地方に皇子を分封しなかったと考えられる。とこ
ろが「独立国家」としての統合の範囲や枠組みはまだ確定していなかったため、やはり皇帝や皇子自身
のパワーとカリスマを見せつける必要があったのだろう。
　 4 代仁宗以降には、紅河デルタ内諸勢力が激しく抗争した王朝末期を除き、地方反乱がほとんどおこ
らない。その一方で、各皇帝とも頻繁に地方に行幸する（→表 3 ）。地方統治が一定の安定をとげたとは
いえ、頻繁な示威は依然として必要だったのだろう（経済的にも、中央まで十分な富が上がってこない
ため、地方で税役を集めて回る必要があったかもしれない）［以上桃木 2011：第六章第 1 節］。他方、高
麗の場合は西京（平壌）にたびたび行幸するほか、南京（のちのソウル）、東京（慶州）への行幸も記録
されているが、こうした副都以外への行幸は―首都や副都の近傍にある宗教中心への行幸を別とすれ
 4） 現在では賤民でなく良民説が有力である［朝鮮史研究会 2011：118］。一般の良民（白丁）と奴婢以外に、多様な身
分上の位置と奉仕・貢納形態をもつ良民・賤民の集団が存在した高麗の状況［Ibid］は、片倉穣［1987］が指摘した
大越の場合と類似していたと思われる。
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ば―記録が見られない。
　ちなみに、李朝の行幸関連史料に見える「行営」「行宮」（分布は地図 2 参照）は単なる臨時のキャン
プとは限らない5）。頻繁な農耕儀礼は直営田の存在を示す［桜井 1980］。応豊行宮（初出1101年）では公
田耕作の視察（省耕公田）が記録されているほか、陶磁器・レンガ片と陶磁器焼成用のサヤが発見され
て手工業生産も確認されるなど、恒久的な経済基盤の存在が裏付けられる。
　　史料 6：「皇長子竜昶が応豊行宮で生まれ、ついで顕忠王に冊立された（皇長子竜昶生于応豊行宮。
尋冊顕忠王）［TT 本紀 4 ：英宗大定12年（1151）11月条］
　　史料 7：「 9 月、大黄人の費郎が反乱した…（翌年）輔国太保の杜敬修に大黄を討たせた…敬修は臆
病で敵中に深く入ろうとせず…ただ章山・安老の間を往来するのみだった…（さらに翌年）官軍
は潰滅し、費郎らは勝ちをたのんで…一体の郷村を抜き、応豊行宮および倉穀を焚いた…（大黄
人費郎反…命輔国太保杜敬修伐大黄。敬修怯懦、不敢深入…但往来章山・安老間而已…官軍大潰、
費郎等恃其数勝…攻抜一帯郷村、焚応豊行宮及倉穀…）」［SL 巻 3 ：高宗天資寶祐 2 年（1203）～
4 年（1205）］
　このほかに、安老山寺の建立（1099年）、章山塔の建設（1108年）など、近隣の仏教拠点も応豊行宮の
出現と前後して建設が行われている。12世紀の応豊行宮は紅河デルタ南部の支配拠点として総合的な機
能をもっていたと考えてよかろう。
　では紅河デルタ下部は［桜井1980］が考えた通り、（1）デルタ内の他の地域とは対照的に（2）李朝が
面的な支配を敷いていただろうか。これを考えるには、中央の王侯貴族は特定地域だけを収益源とした
のでなく、各地の村落、交通拠点、寺観などに対してもつ比較的小規模な権益を組み合わせて自己の経
済を成り立たせていたと考えるほうが自然であることにも、注意が必要である［桃木 2011： 1 章］。
　ナムディン省の海清行宮（楊空路、阮覚海など仏教勢力の指導者と関係が深かったらしい）とタイビ
ン省の御天行宮（李朝中期の権臣劉慶覃兄弟もすぐ近くの出身）の近傍から、李末動乱の際に陳氏が勃
興しており（本拠はナムディンで海清より上流の美禄＝天長府と、タイビンの星罡郷＝竜興府にあり、
紅河の両岸を押さえていたらしい）、朝廷の支配地域と「半独立勢力」の支配地域が截然と分かれていた
のではない。むしろ王朝権力との関係を利用して力をつけた集団が、王朝衰退を利用して半独立化した
ものではないか。
2.2.2. 公主の地方首長への「降嫁」と地方統治
　しばしば族内婚をおこなった高麗王家と違い、李朝では公主の地方首長への降嫁が多数記録されてい
る［Momoki 2000 ; 桃木 2011： 5 章］6）。
　　史料 8 ：「平陽公主のむすこの申道元が天成公主をめとった（平陽公主男申道元尚天成公主）」［SL
巻 2 聖宗龍彰天嗣元年（1066）条末］
 5） 行宮に関する以下の記述は、Momoki 2008 ; 桃木 2011：第六章第 2 節 4 による。
 6） 他方、李朝（前半期には複数皇后制がある）の皇帝の妻たちは、姓はわかってもどんな一族の出自かがわからない
場合が多い。
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　　史料 9 ：「天成公主が六眸三足亀を献じた（天成公主献六眸三足亀）」［SL 巻 2 仁宗英武昭勝 4 年
（1079） 5 月条］
　　史料10：「天成公主が白象 2 頭を進上した（天成公主進白象二）」［SL 同・龍符元化六年（1106）条
末］
　李朝は諒州申氏、峯州・真登州の黎氏、渭竜州の何氏、富良府の楊氏など紅河デルタ周縁部の地方首
長への「公主降嫁」を頻繁におこない、そこで生まれた女子が宮中に入って皇太后になったり（真登州
黎氏から出た英宗の母の黎太后）、公主の婿が宮廷で大きな力をもった（ 2 人の公主をめとり英宗朝で活
躍した富良府の楊嗣明）ことが知られている。諒州の申氏との関係は特に、代々親密だったと考えられ
る。
　　史料11：「丁瑰が諒州を攻めてこれを降し、天極公主の家の財物を掠奪して去った（丁瑰攻諒州下
之、掠天極公主家財物而去）」［SL 巻 3 ：恵宗建嘉 2 年（1212）条］
　　史料12：「瑞天公主のやしきを諒州に建てさせた（起瑞天公主第于諒州）」［TT 巻 4 英宗大定 8 年
（1147）11月条］
　　史料13：「瑞天公主が諒州に赴いた（瑞天公主帰諒州）」［同・大定 9 年（1148）条］
　天極公主（1167年に「諒州牧懐忠侯」に「降嫁」した女性と思われる）の屋敷は、夫の死後にその財
産を相続したものかもしれないが、彼女がハノイ近郊の嘉林に別の屋敷を持っていること（SL1211年 6
月条）や、史料12・13の瑞天公主の例（結婚したのかどうか不明）から見て、「降嫁」後も独自の屋敷や
財産を保持したものと思われる。天成公主の献上品（史料 9 /10）は、そうした公主の財産権を背景に理
解すべきであろう。
　　史料14：帝は病気が日々はげしくなり、大統を継承するあとつぎもなく、公主はみな各路を分けて
湯沐邑としてしまったため、ひとり指揮使陳守度に委ねて殿前諸軍を領し禁庭に扈衛させた（帝
疾日滋、無嗣継承大統、公主皆分各路為湯沐邑、独委任指揮使陳守度領殿前諸軍扈衛禁庭）」［TT
巻 4 恵宗建嘉14年（1224）条］
　史料14は、公主が中央にいれば陳守度の専権は防げた可能性があるという論理だろう。とすれば、各
路を「湯沐邑」にしていた公主とは、地方に下ってその地域に一定の支配権を行使する存在ではなかっ
たか（献上品はその象徴？）。「降嫁」した公主たちもおそらく同様である。それは「王侯公主といえど
もそれぞれ自力で食べていくものだった」ということでもあるが、それを通じて地方に、非律令制的な
かたちでの朝廷の支配力が及ぶことでもありえただろう。
3 ．まとめ
　以上のように李朝では、多くの地方で在地首長による支配が続き、路・府・州などの単位を通じた官
僚制的な統治は一部の地方でしか実現していなかった（「行政単位名」ないし「地方統治者の官名」の多
くは地方勢力に与えられる名誉称号だった）。これは高麗とよく似た状況だったと考えられる。ただし後
半期には、府における近侍官の統治など一定の支配強化の動きも見られた。
　他方李朝は、皇帝による各地への頻繁な親征や行幸、拠点機能をもつ一連の行宮の建設など、別のチ
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ャンネルから地方支配を広げており、公主の地方首長への「降嫁」も、公主が自己の屋敷を持ち中央に
貢納を行う点などから見て、「地方支配」に一定の意味を持っていたと考えられる。これらは、高麗に見
られない特徴である。
　ちなみに、次の陳朝（1226-1400）においては、中国モデルのローカライゼーションの深化と中央集権
化か同時進行するのだが、それは人口増やモンゴルの圧力などによる苦境へのやむをえざる対応か、そ
れともより積極的な「上からの近代化」だったのだろうか
　こうした唐宋の制度のローカライゼーションと別の国家・王権原理との交錯に関する比較研究につい
て、王権論だけでなく政治史や制度史の面で、それも十国や敦煌（帰義軍節度使）・西夏もにらんだ幅広
い研究ができないかというのが、報告者の今後の希望である7）。
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図 2 　李朝の主要支配拠点［桃木 2011：259に加筆］
図 1 　李朝期の大越［桃木 2011：228］
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表 1 　SL、TT に見える単位呼称をともなった地名［桃木 2011：232-233］
種　別 地　　　名　（典拠史料と年代）
京 昇竜京（TT-1010、1014、1024、1028）、南京（SL,TT-1014）
城 華閭城（SL,TT-1010）、大羅城（SL,TT-1010、TT-1028、SL,TT-1078、SL-1165）、昇竜城（TT-1010）、
長安城（TT-1028）
行宮
（行営・第）
愛州（SL-1035.TT-1035は愛州行営）、驩州（SL-1036.TT-1036は驩州行営）、1043古覧行営（TT-1043）、
蒞仁（TT-1044「行殿」、SL-1067、SL-1070「位仁宮」、SL-1077、SL-1080、SL-1111、TT-1125、TT-
1137、SL-1146、TT-1148、TT-1154、SL-1214）、霪潭（TT-1060）＝窑潭（SL-1060、SL-1065）、布海
（ 口）（SL-1065）、究 瀾（SL-1065）、啓 瑞（SL-1068、SL-1092、TT-1117）、応 豊（SL-1101、SL-1102、
SL,TT-1123、TT-1124、SL,TT-1125、TT-1126、TT-1127、TT-1151、TT-1154、SL-1205、SL-1206）、
安興寨行営（TT-1147）、富良第（TT-1155）、広源州第（TT-1156）、国威（SL-1156）、御天（TT-1156）、
海清（SL-1157「清海」？　SL-1202、SL-1206）
路 烏路（SL-1030、SL-1037）＝鳥路（TT-1030、TT-1037）、乂安路（TT-1154＊）、烘路（SL-1209）、快路
（SL-1215）、上源路（SL-1220）
府 京府（TT-1010）、天徳府（SL,TT-1010、SL 太祖紀末、同太宗紀末、同聖宗紀末、同仁宗期末、TT-1128、
SL- 神宗紀末、同英宗紀末、同高宗紀末）、長安府（SL,TT-1010、TT-1013、SL,TT-1028、SL,TT 太祖紀
冒 頭、SL,TT-1044、TT-1141＊、TT-1154＊）、応 天 府（SL,TT-1014）、都 護 府（TT-1037、TT-1067、
SL,TT-1072、SL-1097、SL-1107、TT-1126、TT-1130、SL-1198、SL-1210、SL-1218）、乂安府（SL-1101）、
清化府（SL,TT-1111、TT-1127、TT-1128、TT-1129、TT-1130、TT-1132、TT-1135、TT-1136、TT-
1137、TT-1152、SL-1192、SL-1198、SL,TT-1199、SL,TT-1203、SL-1210）、富 良 府（TT-1125、TT-
1127、SL-1139＝ TT-1141、TT-1142、TT-1147、TT-1149）、星吠府（SL-1225）、安華府（SL 恵宗紀末）
州 古 法 州（T-1009、TT 太 祖 紀 冒 頭、TT-1010、TT-1034、T-1161）、驩 州（TT-1010、TT-1014、
SL,TT-1025、SL,TT-1029、SL,TT-1031、TT-1034、SL,TT-1036、SL-1101）＝乂安州（TT-1036、TT-
1037、TT-1041、TT-1044、SL-1069、TT-1125、SL,TT-1128、TT1128、SL,TT-1132、TT-1134、SL-
1136、TT-1137、SL-1148、TT-1152、SL,TT-1177、SL,TT-1203、SL-1208、TT-1216、SL-1218、SL-
1225）、愛州（TT-1010、SL,TT-1011、TT-1028＊、SL,TT-1029、SL,TT-1035、SL,TT-1043、SL-1050、
SL-1061）、演 州（SL,TT-1012、SL,TT-1026、TT-1103、SL-1192、TT-1198）、渭 龍 州（TT-1012、
SL,TT-1013、TT-1015、SL-1060、SL,TT-1082、SL-1180）、平林州（TT-1014）、籬州（SL-1014）？　都
金州（TT-1015、SL,TT-1024、SL,TT-1036、TT-1037）、常新州（TT-1015、SL,TT-1036、SL,TT-1037）、
平 原 州（TT-1015、SL,TT-1036、TT-1037）、儻 猶 州（TT-1022＊、TT-1039、SL,TT-1041）、永 安 州
（SL,TT-1023、TT-1033）、峯州（TT-1024、SL,TT-1036、SL-1073、SL-1217）＝峯輪州（SL-1024）、七
源 州（SL,TT-1027、TT-1149）、文 州（SL,TT-1027、SL,TT-1042、SL,TT-1043、TT-1149）、諒 州
（SL,TT-1029、TT-1032、SL-1059、SL,TT-1060、SL-1072、SL,TT-1079、SL,TT-1091、TT-1128、SL-
1139＝TT-1141、TT-1146、TT-1147、TT-1148、SL-1167、SL-1198、SL-1208、SL-1209、SL-1211、SL-
1212、SL,TT-1214）、定源州（SL,TT-1033）、真登州（TT-1033、SL-1047、SL,TT-1068、TT-1113、TT-
1132、TT-1140、SL-1194）、六州（TT-1033）？、彘源州（SL,TT-1033）、古州（SL-1034、SL-1161）、上
威州（TT-1036）、広源州（TT-1038、SL,TT-1039、SL,TT-1041、SL,TT-1076、SL,TT-1078、TT-1079、
SL,TT-1081、TT-1124、TT-1125、TT-1127、TT-1128、TT-1142、SL-1143＝ TT-1145、TT-1156）、万
涯 州（TT-1039、TT-1041）、武 勒 州（TT-1039）、弄 石 州（TT-1039）、定 辺 州（TT-1039）、雷 火 州
（B-1041）？　平婆州（B-1041）？　思浪州（SL-1041）＝思琅州（TT-1041、SL-1143＝ SL-1145）、武寧州
（SL,TT-1043、SL-1059）、登州（TT-1044）、西源州（SL-1060）、羅順州（SL,TT-1061）、忙貫州（SL-
1065）、几郎州（SL-1068）、居連州（TT-1069）、地哩州（TT-1069、TT-1075、TT-1104）＝臨平州（TT-
1075）、麻 令 州（TT-1069、TT-1075）＝ 明 霊 州（TT-1075）、布 政 州（TT-1069、TT-1075）、蘇 茂 州
（SL,TT-1078）、石犀州（SL,TT-1089）、東梁州（SL-1105）、司農州（SL,TT-1117）、農州（TT-1127）、西
農州（TT-1129、TT-1140、TT-1141）＝西儂州（SL-1139）、太原州（TT-1140）、陸令州（TT-1140、TT-
1141）＝隆令州（SL-1139）、上源州（SL-1139、SL-1177）＝上原州（TT-1140、TT1141）、下農州（TT-
1140）、富良州（SL-1142）、通農州（TT-1145）、蒲州（TT-1145）、大黄州（TT-1198、TT-1214）、国威
州（SL,TT-1207、TT-1208、SL-1213）、藤州（SL,TT-1208、SL-1209）、快州（TT-1209）、洪州（TT-
1209、TT-1212）、井州（SL-1213）、大通州（SL-1214）、究連州（TT-1216、SL-1218）？
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道 臨西道（TT-1036、TT-1037）、安州道（SL-1057）、大通道（SL-1207）、南柵道（SL-1207）、可了道（SL-
1207）、扶帯道（SL-1207）、北江道（SL-1212、SL-1213、SL-1214）、扶楽道（SL-1213、SL-1214）、平楽
道（SL-1214）
郡 嘉林郡（SL,TT-1062）
県 石河県（TT-1010）、太平県（TT-1015）、連県（TT-1039）＝下連県（SL-1062）、慈廉県（TT-1063）＊、都
臘県（SL-1068）、石室県（TT-1116）＊、博茹県（TT-1141）、嘉遠県（TT-1141）＊、兵合県（TT-1214）、
安沿県（TT-1216）
鎮 潮陽鎮（SL,TT-1023）、永康鎮（TT-1044）、望国鎮（SL,TT-1047）、大通鎮（TT-1148）、帰仁鎮（TT-
1148）、雲屯鎮（TT-1184）
寨 愛州寨（TT-1010）？　驩州寨（TT-1010）？　五花寨（TT-1014）、番寨（SL-1025）＝定藩寨（TT-1025）、
婆和寨（TT-1044）、和寨（TT-1128）、日麗寨（TT-1132）、宣明寨（TT-1141）、安興寨（TT-1147）、帰
化寨（SL-1158、SL-1190、SL-1220）
洞 武建洞（TT-1039、SL-1062）、雷火洞（SL,TT-1041）？　平安洞（TT-1041）？　婆四洞（TT-1041）？　勿
悪洞（SL,TT-1048）、決旱洞（SL-1050）、大発洞（SL-1050）、文湘洞（SL-1050）、勿陽洞（SL,TT-1050）、
沙蕩洞（SL-1061）、麻沙洞（SL-1064、SL-1083、SL,TT-1119）、金鶏洞（TT-1141）、蜆洞（SL-1205）、
猪洞（SL,TT-1209）、朱麻洞（SL-1214）、安丁洞（SL-1219）
柵（冊） 司蒙柵（SL-1184）＝思蒙冊（TT-1184）、鄭柵（SL-1184）、烏米柵（SL-1184）、蕩沛柵（SL-1184）、万米
柵（SL-1184）、霊柵（SL-1185）＝炎柵（TT-1185）、枯冊（SL-1211）、安楽柵（SL-1217）、麻論柵（SL-
1218）、蒙柵（SL-1223）
郷 延蘊郷（TT-1009）＝古法郷（SL-1009、TT-1010）、冰山郷（TT-1028＊）、多縻郷（TT-1028＊）、信郷（TT-
1032）、土磊郷（TT-1068）＝超類郷（TT-1068、SL-1115）、杜家郷（TT-1128）、太平郷（TT-1131）、冷
涇郷（TT-1136）、沛郷（SL-1184）、高舎郷（TT-1198）、清威郷（TT-1207）、古蔑郷（SL-1208）、安朗
郷（SL-1210）、即墨郷（SL-1210）、穫郷（SL-1211）、芮曳郷（SL-1214）、多感郷（SL-1214）、快郷（SL-
1215）、扶蕫郷（TT-1220、TT-1225＊）
甲 但乃甲（SL,TT-1029）、竜池甲（SL-1050）、甘蔗甲（TT-1117）、直邪甲（TT-1117）？　漆作甲（TT-1120）、
古宏甲（SL-1188、SL,TT-1192）
場 快場（TT-1119）、桄榔場（TT-1128）、平隆場（SL-1161）
邑 林邑（SL-1203）、陀某邑（SL-1203）、雑字邑（SL-1207）、海邑（SL,TT-1209、SL-1210、SL-1211）、灘邑
（SL-1211）、芮邑（SL-1211）、池邑（SL-1212）、神渓邑（SL-1213）、个屡邑（SL-1213）、義住邑（SL-1215）、
慈廉邑（SL-1216）、兵合邑（SL-1216）、平槁邑（SL-1219）
江 杜洞江（SL,TT-1032）、五県江（SL-1050、SL-1061）、南平江（SL-1059）、洮江（TT-1096）、梁江（SL-
1096）、大黄江（TT-1154、TT-1203、TT-1204）、芒貫江（SL-1164）、祁幕江（SL-1208）、帰化江（TT-
1209、SL-1220）、三帯江（SL-1213、SL-1220）、宣光江（SL-1220）
社 駅望社（TT-1063＊）、譚舎社（TT-1141＊）、麻浪阿杲社（SL-1209）
村 古碑村（TT-1028＊）、譚舎村（TT-1028＊）、杜家村（SL-1185）、劉家村（SL,TT-1209）、象奴村（SL-1214）
表 2 　『嶺外代答』 2 ：外国門上：安南国条に見える府州寨名［桃木 2011：234］
府 都護府、大通府、清化府、富良府
州 永安州、永泰州、万春州、豊道州、太平州、清化州、乂安州、遮風州、茶廬州、安豊州、蘇州、茂州、諒州
寨 和寧寨、大盤寨、新安寨
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表 3 　SL、TT に記録された皇帝の地方への行幸回数とその目的［桃木 2011：244に加筆］
皇帝　在位年 行幸回数 農耕儀礼 捕象 寺観参拝
太祖　1009-28
太宗　1028-54
聖宗　1054-72
仁宗　1072-1127
神宗　1127-37
英宗　1137-75
高宗　1175-1210
恵宗　1210-1225
昭皇　1225-1226
2
11
9
25
2
5
8
3
0
0
4
3
 13
1
1
0
0
0
0
3
1
5
1
1
2
0
0
1
3
0
3
0
0
3
0
0
総計（217） 65 22 13 10
＊戦争の際の移動と都城内の行幸は含まない。
 　 　
